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　　　　 「大好きおおぶを育む会」が
　　　　大府をイメージして作った
　夢を包む『おおぶおおぶろしき』
　遂に完成しました！　

（詳細については、１５ページを
　　　　　ご覧下さい）

大府商工会議所

大府ブランドを世界に！



　
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
産
業
視
察
団
は
、
木
村

会
頭
を
団
長
に
21
名
で
、
親
日
的
で
あ
り

多
民
族
国
家
で
も
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
に
赴
き

ま
し
た
。
日
・
マ
レ
ー
シ
ア
外
交
関
係
樹
立

60
周
年
で
あ
る
記
念
す
べ
き
年
に
、
多
民
族

（
マ
レ
ー
系
：
７
割
、華
人
：
２
割
、イ
ン
ド
系
：

１
割
）
が
共
生
す
る
こ
の
国
を
訪
れ
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
１
日
目
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
を
経
由
し
、

延
べ
約
８
時
間
に
及
ぶ
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。

　２
日
目
（
11
／
22
）

【
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
人
商
工
会
議
所
】

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
人
商
工
会
議
所
に
て
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
菅
原
様
と
日
本
人
商
工
会
議

所
の
木
本
様
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
概

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
、小
学
校
か
ら
英
語
を
学
び
、

国
民
の
大
半
が
英
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
、

教
育
に
大
変
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

労
働
環
境
に
つ
い
て
は
、
男
女
格
差
の
な

い
給
与
体
系
や
社
会
復
帰
し
や
す
い
職
場

環
境
、
外
国
人
労
働
者
が
多
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
の
時
に
導

入
し
た
マ
レ
ー
人
優
遇
策
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ

政
策
」
の
現
状
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

　Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

　Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

】

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　
次
に
、
世
界
83
カ
国
へ
製
品
の
85
％
を

輸
出
し
て
い
る
ア
ジ
ア
最
大
の
食
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
　

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
貢
献
し
た
人
に
国
王
か

ら
与
え
ら
れ
る
Ｄａ
ｔ
ｕ
ｋ
と
い
う
称
号（
地

区
王
位
騎
士
章
）
を
授
与
さ
れ
た
社
長
の

鈴
木
一
郎
氏
よ
り
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
海
外
で
は
あ
ま
り
容
器
の
フ
タ
を
閉
め

る
習
慣
が
な
い
た
め
、
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
こ
と
に
着
目
し
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
閉
ま

る
フ
タ
の
開
発
や
、
容
器
の
色
を
国
旗
の

平
成
29
年

　
11
月
21
日（
火
）〜

　
　
　
11
月
26
日（
日
） 

於
：
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、

　
　
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル

　

色
を
意
識
し
た
配
色
に
し
、
受
入
れ
ら
れ

や
す
い
よ
う
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
開

発
・
製
造
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
視
察
後
、
現
地
日
系
企
業
の
方
を
お
招

き
し
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
地

の
貴
重
な
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
、
大
変

有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　３
日
目
（
11
／
23
）

【
ト
ヨ
タ
オ
ー
ト
ボ
デ
ー
マ
レ
ー
シ
ア
（
Ｔ

Ａ
Ｂ
Ｍ
）】
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　
木
村
会
頭
の
紹
介
に
よ
り
、
ト
ヨ
タ
車

体
の
マ
レ
ー
シ
ア
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

本
工
場
は
操
業
し
て
間
も
な
い
（
２
０
０
５

年
）
こ
と
も
あ
り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
含
め

40
代
と
い
う
若
手
が
活
躍
す
る
企
業
で
す
。

　
社
員
数
４
２
９
名
の
内
１
２
２
名
が
外
国

人
労
働
者
で
、
多
国
籍
な
現
場
環
境
で
は
、

マ
レ
ー
語
と
英
語
の
使
い
分
け
を
行
っ
て
お

り
、
教
育
に
は
映
像
を
使
用
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
外
国
人
労
働
者
の
規
制
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
マ
レ
ー
人
が
３
Ｋ
と
呼
ば
れ

る
仕
事
を
嫌
う
傾
向
に
あ
る
た
め
、
人
手

不
足
、
自
動
車
市
場
の
頭
打
ち
が
悩
み
と

し
て
あ
る
と
の
事
で
す
。

　
そ
の
後
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
を

視
察
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
美
術
館
や
伝

統
工
芸
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
工
房
等
の
マ
レ
ー

シ
ア
の
文
化
に
触
れ
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を

打
ち
出
す
伊
勢
丹
の
店
舗
も
視
察
を
し
ま

し
た
。

　４
日
目
（
11
／
24
）

【
メ
デ
ィ
ニ
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
社
、
ダ
イ

ワ
ハ
ウ
ス
マ
レ
ー
シ
ア
（
サ
ク
ラ
レ
ジ
デ

ン
ス
）】

　
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
約
３
３
０
㎞
離

れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
南
端
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
隣
接
す
る
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
州
に
向
か

い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
２
５

年
に
か
け
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な
都
市
開

発
「
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
開
発
計
画
」
が
進
行

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は

も
と
も
と
熱
帯
雨
林
で
あ
っ
た

こ
の
地
域(

面
積
２
，
３
０
０

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

を
開
発

し
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
人
口

３
０
０
万
人
を
目
指
す
壮
大
な

計
画
で
す
。

　　
５
つ
の
開
発
エ
リ
ア
に
分
か

れ
、
重
点
産
業
と
し
て
以
下
の

分
野
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

１
．
教
育
、
２
．
金
融
、
３
．

ヘ
ル
ス
ケ
ア
、４
．ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
産
業
、５
．
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、

６
．
観
光
、７
．
電
機
・
電
子
、８
．

食
品
・
農
産
物
加
工
、９
．
石
油
・

油
脂

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
経
済
的
連
携
や
補

完
を
し
な
が
ら
、
国
の
枠
を
越
え
た
取
り

組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
プ
テ
リ
・
ハ
ー
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
港
の

近
く
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
食
事
を
と
っ

た
後
、
三
井
物
産
も
出
資
を
し
て
い
る
都

市
開
発
会
社
メ
デ
ィ
ニ
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
社

の
担
当
者
の
説
明
の
も
と
視
察
を
し
ま
し

た
。

　
ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
が
出
資
す
る
子
会
社
ダ

イ
ワ
ハ
ウ
ス
マ
レ
ー
シ
ア
に
よ
る
住
宅
地
開イスカンダル計画の模型

アブ・バカールモスク

マレー文化村での演奏実演

　
大
府
商
工
会
議
所
は
、
一
時
期
中
断
し

て
お
り
ま
し
た
海
外
経
済
・
産
業
視
察
を

24
年
度
か
ら
再
開
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
ア
ジ
ア
を
中
心
に
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
21
名
で
視
察
団
を
結

成
し
、
親
日
的
で
経
済
発
展
著
し
い
マ
レ
ー

シ
ア
を
11
月
21
日
〜
26
日
ま
で
の
４
泊
６

日
で
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
・

マ
外
交
樹
立
60
周
年
で
あ
る
本
年
に
こ
の

地
を
視
察
で
き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
現
地
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
マ
レ
ー
シ

ア
日
本
人
商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

の
事
務
局
長
木
本
様
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
事
務
所
の
菅
原
様
に
は
、
現

況
や
投
資
環
境
・
将
来
展
望
・
日
系
企
業

の
進
出
状
況
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
な
説

明
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
地
見
学
と
し
て
、Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ　
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　
Ｓ
Ｄ
Ｎ　
Ｂ
Ｈ
Ｄ 

、Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｍ

（
Ｔ
ｏ
ｙ
ｏ
ｔ
ａ
　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
　
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
　
Ｍ

ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｉ
ａ
）、Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
　
ｌ
ｓ
ｋ
ａ
ｎ

ｄ
ａ
ｒ
の
３
か
所
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｅ
Ｓ　
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で

は
、
日
本
の
食
品
容
器
を
世
界
に
広
め
る

べ
く
、
色
や
機
能
を
盛
り
込

ん
で
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｍ
で
は
、
多
国

籍
な
外
国
人
労
働
者
へ
の
教

育
の
為
、
言
語
表
記
の
工
夫

や
映
像
、
模
型
を
駆
使
す
る

な
ど
苦
慮
さ
れ
て
い
る
現
場

を
見
学
す
る
と
と
も
に
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
南
端
の
ジ
ョ

ホ
ー
ル
・
バ
ル
に
て
進
め
ら

平
成　
年
度 

マ
レ
ー
シ
ア

　
　
　経済
産
業
視
察
研
修

29

発
「
サ
ク
ラ
レ
ジ
デ
ン
ス
」
も
見
学
し
、

日
本
人
の
き
め
細
や
か
な
知
恵
や
工
夫
が

住
宅
設
備
の
中
に
盛
込
ま
れ
て
お
り
、
大

変
魅
力
的
な
住
宅
で
し
た
。
最
後
に
、
ヌ

サ
ジ
ャ
ヤ
・
テ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
工

業
団
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　５
日
目
（
11
／
25
）

【
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
市
内
視
察
】

　
最
終
日
は
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
の
市
内

を
視
察
し
ま
し
た
。ス
ル
タ
ン
で
あ
る
ア
ブ
・

バ
カ
ー
ル
の
命
を
受
け
て
建
造
さ
れ
た
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
っ
と
も
美
し
い
と
さ
れ
る
木

造
の
モ
ス
ク
や
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
寺
院
で

あ
る
ガ
ラ
ス
・
テ
ン
プ
ル
、
マ
レ
ー
文
化
村

等
、
多
民
族
の
文
化
が
共
存
し
て
い
る
マ

レ
ー
シ
ア
独
特
の
世
界
を
堪
能
し
な
が
ら

の
視
察
で
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
計
画
の
中
で

新
行
政
区
と
し
て
開
発
中
の
「
コ
タ
・
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
開
発
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
意
気
込
み
と
パ
ワ
ー
を

実
感
で
き
た
視
察
先
で
し
た
。

　
午
後
は
国
境
を
越
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

入
国
し
ま
し
た
。
出
国
ま
で
の
間
、
マ
ー

ラ
イ
オ
ン
公
園
視
察
や
夕
食
を
と
り
、
ナ

イ
ト
ク
ル
ー
ズ
に
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
内
の

活
気
あ
る
姿
に
驚
き
な
が
ら
、
マ
レ
ー
シ

ア
・
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
よ
り
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。
定
刻
ど
お
り
11
月
26
日
（
日
）

の
午
前
８
時
40
分
に
中
部
国
際
空
港
に
到

着
し
、
今
回
の
視
察
は
無
事
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　
マ
レ
ー
シ
ア
視
察
に
あ
た
り
、
多
民
族

が
共
存
す
る
上
で
言
語
・
宗
教
・
生
活
習

慣
等
、
そ
れ
ら
の
壁
を
ど
う
克
服
さ
れ
て

い
る
か
疑
問
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
各
々
の
文
化
、
宗
教
が
尊
重
さ
れ
、
ま

ち
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
大
変
寛
容
な
国

が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語

教
育
を
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
お
り
、
言
語
の

壁
も
し
っ
か
り
と
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
国
民
レ
ベ
ル
で
育

成
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
方
針
は
日
本
も

大
変
学
ぶ
べ
き
部
分
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
計
画
等
に
よ
り
、
め
ま

ぐ
る
し
い
経
済
発
展
が
進
行
し
て
い
る
一

方
、
製
造
業
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
規

制
に
よ
る
労
働
力
確
保
の
課
題
に
直
面
し

て
い
る
現
状
が
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

異
国
で
挑
戦
さ
れ
て
い
る
日
系
企
業
の

方
々
の
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
も
出
来
、
大
変

有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
快
く
迎
え
入
れ
て
い
た

だ
け
た
視
察
先
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

れ
て
い
る
大
規
模
都
市
開
発
区
「
イ
ス
カ

ン
ダ
ル
計
画
」
で
は
、
三
井
物
産
が
出
資

し
て
い
る
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｉ
ｓ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
社

の
中
野
様
よ
り
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
隣
接
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
土
地
・

労
働
力
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
高
騰

の
課
題
を
補
う
た
め
に
補
完
関
係
を
築
く
一

体
経
済
圏
を
形
成
す
る
狙
い
を
も
っ
た
２
，

３
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
壮
大

な
計
画
に
圧
倒
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
パ

ワ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
実
感
す
る
大

変
良
き
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
エ

リ
ア
「
サ
ク
ラ
レ
ジ
デ
ン
ス
」
で
は
、
ダ
イ

ワ
ハ
ウ
ス
マ
レ
ー
シ
ア
の
宇
杉
様
に
、
現
地

に
あ
っ
た
住
宅
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
地
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
設

計
に
加
え
、
日
本
人
ら
し
い
収
納
技
術
や

工
夫
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
、
男
女
の
給
与
格
差
は
ほ
ぼ
な
く
、

共
働
き
の
割
合
は
日
本
以
上
で
あ
る
よ
う

で
す
。
社
会
復
帰
も
し
や
す
い
社
会
環
境

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
大
変
働
き
や
す
い

環
境
に
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
製

造
業
に
関
し
て
は
、
マ
レ
ー
人
が
３
Ｋ
の
仕

事
を
し
た
が
ら
な
い
傾
向
に
あ
る
事
、
外

国
人
労
働
者
の
規
制
に
よ
り
労
働
力
確
保

が
難
し
い
こ
と
が
、
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

訪
問
先
企
業
も
苦
慮
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
も
、
交
流
懇
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
訪
問
企
業
を
始
め
、

マ
レ
ー
シ
ア
日
本
人
商
工
会
議
所
会
頭
の

三
井
物
産
現
地
法
人
代
表
外
処
様
、
同
副

会
頭
の
マ
レ
ー
シ
ア
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

頭
取
内
山
様
、
他
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
視
察
団
一
行
と
親
し
く
と
懇

談
で
き
、
現
地
な
ら
で
は
の
貴
重
な
お
話

を
た
く
さ
ん
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
に
先
立
ち
、
10
月
に
事
前
勉

強
会
と
し
て
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
国

際
業
務
部
の
森
下
善
雄
部
長
よ
り
マ
レ
ー

シ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
、
ご
教
授
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
に

位
置
し
て
い
る
事
や
、
イ
ス
ラ
ム
市
場
の

玄
関
口
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
充
実
や
柔
軟
な
税
制
優
遇
策
、
自

然
災
害
リ
ス
ク
が
低
い
事
等
、
企
業
進
出

し
や
す
い
国
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
発
展

が
楽
し
み
な
国
の
一
つ
で
す
。
会
議
所
の
会

員
の
中
か
ら
、
進
出
さ
れ
る
企
業
が
出
て
、

成
功
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
視
察
に
お
い
て
は
、

全
員
体
調
を
壊
す
こ
と
な
く
、
無
事
に
終

了
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
年
度
の
海
外
視
察
研

修
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

大
府
商
工
会
議
所

　
　
　
　

　
会
頭

　
木
村
勝
昭

大
府
商
工
会
議
所
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
・

　
　
　
　
　
産
業
視
察
を
実
施
し
て
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マ
レ
ー
シ
ア
経
済
産
業
視
察
団
は
、
木
村

会
頭
を
団
長
に
21
名
で
、
親
日
的
で
あ
り

多
民
族
国
家
で
も
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
に
赴
き

ま
し
た
。
日
・
マ
レ
ー
シ
ア
外
交
関
係
樹
立

60
周
年
で
あ
る
記
念
す
べ
き
年
に
、
多
民
族

（
マ
レ
ー
系
：
７
割
、華
人
：
２
割
、イ
ン
ド
系
：

１
割
）
が
共
生
す
る
こ
の
国
を
訪
れ
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
１
日
目
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
を
経
由
し
、

延
べ
約
８
時
間
に
及
ぶ
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。

　２
日
目
（
11
／
22
）

【
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
人
商
工
会
議
所
】

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
人
商
工
会
議
所
に
て
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
菅
原
様
と
日
本
人
商
工
会
議

所
の
木
本
様
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
概

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
、小
学
校
か
ら
英
語
を
学
び
、

国
民
の
大
半
が
英
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
、

教
育
に
大
変
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

労
働
環
境
に
つ
い
て
は
、
男
女
格
差
の
な

い
給
与
体
系
や
社
会
復
帰
し
や
す
い
職
場

環
境
、
外
国
人
労
働
者
が
多
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
の
時
に
導

入
し
た
マ
レ
ー
人
優
遇
策
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ

政
策
」
の
現
状
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

　Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

　Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

】

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　
次
に
、
世
界
83
カ
国
へ
製
品
の
85
％
を

輸
出
し
て
い
る
ア
ジ
ア
最
大
の
食
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
　

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
貢
献
し
た
人
に
国
王
か

ら
与
え
ら
れ
る
Ｄａ
ｔ
ｕ
ｋ
と
い
う
称
号（
地

区
王
位
騎
士
章
）
を
授
与
さ
れ
た
社
長
の

鈴
木
一
郎
氏
よ
り
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
海
外
で
は
あ
ま
り
容
器
の
フ
タ
を
閉
め

る
習
慣
が
な
い
た
め
、
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
こ
と
に
着
目
し
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
閉
ま

る
フ
タ
の
開
発
や
、
容
器
の
色
を
国
旗
の

平
成
29
年

　
11
月
21
日（
火
）〜

　
　
　
11
月
26
日（
日
） 

於
：
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、

　
　
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル

　

色
を
意
識
し
た
配
色
に
し
、
受
入
れ
ら
れ

や
す
い
よ
う
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
開

発
・
製
造
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
視
察
後
、
現
地
日
系
企
業
の
方
を
お
招

き
し
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
地

の
貴
重
な
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
、
大
変

有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　３
日
目
（
11
／
23
）

【
ト
ヨ
タ
オ
ー
ト
ボ
デ
ー
マ
レ
ー
シ
ア
（
Ｔ

Ａ
Ｂ
Ｍ
）】
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　
木
村
会
頭
の
紹
介
に
よ
り
、
ト
ヨ
タ
車

体
の
マ
レ
ー
シ
ア
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

本
工
場
は
操
業
し
て
間
も
な
い
（
２
０
０
５

年
）
こ
と
も
あ
り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
含
め

40
代
と
い
う
若
手
が
活
躍
す
る
企
業
で
す
。

　
社
員
数
４
２
９
名
の
内
１
２
２
名
が
外
国

人
労
働
者
で
、
多
国
籍
な
現
場
環
境
で
は
、

マ
レ
ー
語
と
英
語
の
使
い
分
け
を
行
っ
て
お

り
、
教
育
に
は
映
像
を
使
用
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
外
国
人
労
働
者
の
規
制
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
マ
レ
ー
人
が
３
Ｋ
と
呼
ば
れ

る
仕
事
を
嫌
う
傾
向
に
あ
る
た
め
、
人
手

不
足
、
自
動
車
市
場
の
頭
打
ち
が
悩
み
と

し
て
あ
る
と
の
事
で
す
。

　
そ
の
後
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
を

視
察
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
美
術
館
や
伝

統
工
芸
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
工
房
等
の
マ
レ
ー

シ
ア
の
文
化
に
触
れ
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を

打
ち
出
す
伊
勢
丹
の
店
舗
も
視
察
を
し
ま

し
た
。

　４
日
目
（
11
／
24
）

【
メ
デ
ィ
ニ
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
社
、
ダ
イ

ワ
ハ
ウ
ス
マ
レ
ー
シ
ア
（
サ
ク
ラ
レ
ジ
デ

ン
ス
）】

　
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
約
３
３
０
㎞
離

れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
南
端
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
隣
接
す
る
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
州
に
向
か

い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
２
５

年
に
か
け
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な
都
市
開

発
「
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
開
発
計
画
」
が
進
行

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は

も
と
も
と
熱
帯
雨
林
で
あ
っ
た

こ
の
地
域(

面
積
２
，
３
０
０

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

を
開
発

し
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
人
口

３
０
０
万
人
を
目
指
す
壮
大
な

計
画
で
す
。

　　
５
つ
の
開
発
エ
リ
ア
に
分
か

れ
、
重
点
産
業
と
し
て
以
下
の

分
野
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

１
．
教
育
、
２
．
金
融
、
３
．

ヘ
ル
ス
ケ
ア
、４
．ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
産
業
、５
．
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、

６
．
観
光
、７
．
電
機
・
電
子
、８
．

食
品
・
農
産
物
加
工
、９
．
石
油
・

油
脂

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
経
済
的
連
携
や
補

完
を
し
な
が
ら
、
国
の
枠
を
越
え
た
取
り

組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
プ
テ
リ
・
ハ
ー
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
港
の

近
く
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
食
事
を
と
っ

た
後
、
三
井
物
産
も
出
資
を
し
て
い
る
都

市
開
発
会
社
メ
デ
ィ
ニ
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
社

の
担
当
者
の
説
明
の
も
と
視
察
を
し
ま
し

た
。

　
ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
が
出
資
す
る
子
会
社
ダ

イ
ワ
ハ
ウ
ス
マ
レ
ー
シ
ア
に
よ
る
住
宅
地
開イスカンダル計画の模型

アブ・バカールモスク

マレー文化村での演奏実演

　
大
府
商
工
会
議
所
は
、
一
時
期
中
断
し

て
お
り
ま
し
た
海
外
経
済
・
産
業
視
察
を

24
年
度
か
ら
再
開
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
ア
ジ
ア
を
中
心
に
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
21
名
で
視
察
団
を
結

成
し
、
親
日
的
で
経
済
発
展
著
し
い
マ
レ
ー

シ
ア
を
11
月
21
日
〜
26
日
ま
で
の
４
泊
６

日
で
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
・

マ
外
交
樹
立
60
周
年
で
あ
る
本
年
に
こ
の

地
を
視
察
で
き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
現
地
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
マ
レ
ー
シ

ア
日
本
人
商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

の
事
務
局
長
木
本
様
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
事
務
所
の
菅
原
様
に
は
、
現

況
や
投
資
環
境
・
将
来
展
望
・
日
系
企
業

の
進
出
状
況
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
な
説

明
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
地
見
学
と
し
て
、Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ　
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　
Ｓ
Ｄ
Ｎ　
Ｂ
Ｈ
Ｄ 

、Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｍ

（
Ｔ
ｏ
ｙ
ｏ
ｔ
ａ
　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
　
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
　
Ｍ

ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｉ
ａ
）、Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
　
ｌ
ｓ
ｋ
ａ
ｎ

ｄ
ａ
ｒ
の
３
か
所
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｅ
Ｓ　
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で

は
、
日
本
の
食
品
容
器
を
世
界
に
広
め
る

べ
く
、
色
や
機
能
を
盛
り
込

ん
で
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｍ
で
は
、
多
国

籍
な
外
国
人
労
働
者
へ
の
教

育
の
為
、
言
語
表
記
の
工
夫

や
映
像
、
模
型
を
駆
使
す
る

な
ど
苦
慮
さ
れ
て
い
る
現
場

を
見
学
す
る
と
と
も
に
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
南
端
の
ジ
ョ

ホ
ー
ル
・
バ
ル
に
て
進
め
ら

平
成　
年
度 

マ
レ
ー
シ
ア

　
　
　経済
産
業
視
察
研
修

29

発
「
サ
ク
ラ
レ
ジ
デ
ン
ス
」
も
見
学
し
、

日
本
人
の
き
め
細
や
か
な
知
恵
や
工
夫
が

住
宅
設
備
の
中
に
盛
込
ま
れ
て
お
り
、
大

変
魅
力
的
な
住
宅
で
し
た
。
最
後
に
、
ヌ

サ
ジ
ャ
ヤ
・
テ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
工

業
団
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　５
日
目
（
11
／
25
）

【
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
市
内
視
察
】

　
最
終
日
は
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
の
市
内

を
視
察
し
ま
し
た
。ス
ル
タ
ン
で
あ
る
ア
ブ
・

バ
カ
ー
ル
の
命
を
受
け
て
建
造
さ
れ
た
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
っ
と
も
美
し
い
と
さ
れ
る
木

造
の
モ
ス
ク
や
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
寺
院
で

あ
る
ガ
ラ
ス
・
テ
ン
プ
ル
、
マ
レ
ー
文
化
村

等
、
多
民
族
の
文
化
が
共
存
し
て
い
る
マ

レ
ー
シ
ア
独
特
の
世
界
を
堪
能
し
な
が
ら

の
視
察
で
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
計
画
の
中
で

新
行
政
区
と
し
て
開
発
中
の
「
コ
タ
・
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
開
発
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
意
気
込
み
と
パ
ワ
ー
を

実
感
で
き
た
視
察
先
で
し
た
。

　
午
後
は
国
境
を
越
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

入
国
し
ま
し
た
。
出
国
ま
で
の
間
、
マ
ー

ラ
イ
オ
ン
公
園
視
察
や
夕
食
を
と
り
、
ナ

イ
ト
ク
ル
ー
ズ
に
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
内
の

活
気
あ
る
姿
に
驚
き
な
が
ら
、
マ
レ
ー
シ

ア
・
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
よ
り
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。
定
刻
ど
お
り
11
月
26
日
（
日
）

の
午
前
８
時
40
分
に
中
部
国
際
空
港
に
到

着
し
、
今
回
の
視
察
は
無
事
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　
マ
レ
ー
シ
ア
視
察
に
あ
た
り
、
多
民
族

が
共
存
す
る
上
で
言
語
・
宗
教
・
生
活
習

慣
等
、
そ
れ
ら
の
壁
を
ど
う
克
服
さ
れ
て

い
る
か
疑
問
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
各
々
の
文
化
、
宗
教
が
尊
重
さ
れ
、
ま

ち
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
大
変
寛
容
な
国

が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語

教
育
を
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
お
り
、
言
語
の

壁
も
し
っ
か
り
と
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
国
民
レ
ベ
ル
で
育

成
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
方
針
は
日
本
も

大
変
学
ぶ
べ
き
部
分
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
計
画
等
に
よ
り
、
め
ま

ぐ
る
し
い
経
済
発
展
が
進
行
し
て
い
る
一

方
、
製
造
業
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
規

制
に
よ
る
労
働
力
確
保
の
課
題
に
直
面
し

て
い
る
現
状
が
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

異
国
で
挑
戦
さ
れ
て
い
る
日
系
企
業
の

方
々
の
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
も
出
来
、
大
変

有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
快
く
迎
え
入
れ
て
い
た

だ
け
た
視
察
先
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

れ
て
い
る
大
規
模
都
市
開
発
区
「
イ
ス
カ

ン
ダ
ル
計
画
」
で
は
、
三
井
物
産
が
出
資

し
て
い
る
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｉ
ｓ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
社

の
中
野
様
よ
り
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
隣
接
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
土
地
・

労
働
力
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
高
騰

の
課
題
を
補
う
た
め
に
補
完
関
係
を
築
く
一

体
経
済
圏
を
形
成
す
る
狙
い
を
も
っ
た
２
，

３
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
壮
大

な
計
画
に
圧
倒
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
パ

ワ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
実
感
す
る
大

変
良
き
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
エ

リ
ア
「
サ
ク
ラ
レ
ジ
デ
ン
ス
」
で
は
、
ダ
イ

ワ
ハ
ウ
ス
マ
レ
ー
シ
ア
の
宇
杉
様
に
、
現
地

に
あ
っ
た
住
宅
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
地
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
設

計
に
加
え
、
日
本
人
ら
し
い
収
納
技
術
や

工
夫
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
、
男
女
の
給
与
格
差
は
ほ
ぼ
な
く
、

共
働
き
の
割
合
は
日
本
以
上
で
あ
る
よ
う

で
す
。
社
会
復
帰
も
し
や
す
い
社
会
環
境

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
大
変
働
き
や
す
い

環
境
に
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
製

造
業
に
関
し
て
は
、
マ
レ
ー
人
が
３
Ｋ
の
仕

事
を
し
た
が
ら
な
い
傾
向
に
あ
る
事
、
外

国
人
労
働
者
の
規
制
に
よ
り
労
働
力
確
保

が
難
し
い
こ
と
が
、
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

訪
問
先
企
業
も
苦
慮
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
も
、
交
流
懇
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
訪
問
企
業
を
始
め
、

マ
レ
ー
シ
ア
日
本
人
商
工
会
議
所
会
頭
の

三
井
物
産
現
地
法
人
代
表
外
処
様
、
同
副

会
頭
の
マ
レ
ー
シ
ア
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

頭
取
内
山
様
、
他
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
視
察
団
一
行
と
親
し
く
と
懇

談
で
き
、
現
地
な
ら
で
は
の
貴
重
な
お
話

を
た
く
さ
ん
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
に
先
立
ち
、
10
月
に
事
前
勉

強
会
と
し
て
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
国

際
業
務
部
の
森
下
善
雄
部
長
よ
り
マ
レ
ー

シ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
、
ご
教
授
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
に

位
置
し
て
い
る
事
や
、
イ
ス
ラ
ム
市
場
の

玄
関
口
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
充
実
や
柔
軟
な
税
制
優
遇
策
、
自

然
災
害
リ
ス
ク
が
低
い
事
等
、
企
業
進
出

し
や
す
い
国
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
発
展

が
楽
し
み
な
国
の
一
つ
で
す
。
会
議
所
の
会

員
の
中
か
ら
、
進
出
さ
れ
る
企
業
が
出
て
、

成
功
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
視
察
に
お
い
て
は
、

全
員
体
調
を
壊
す
こ
と
な
く
、
無
事
に
終

了
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
年
度
の
海
外
視
察
研

修
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

大
府
商
工
会
議
所

　
　
　
　

　
会
頭

　
木
村
勝
昭

大
府
商
工
会
議
所
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
・

　
　
　
　
　
産
業
視
察
を
実
施
し
て
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今
年
度
の
年
末
調
整
勉
強
会
は
、
税
理

士
の
田
島
大
士
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

初
め
て
の
方
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
書
類

の
仕
組
み
か
ら
記
入
法
ま
で
を
最
初
か
ら
丁

寧
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た 

。
基
本
的

な
内
容
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、「
配
偶
者

控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正
」
な
ど
、

今
後
の
改
正
点
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

年 

末
調
整
勉
強
会

12
月
11
日
（
月
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

於
：
当
所
２
階
会
議
室

会議所だより
KAIGISHO ★ DAYORI

新
入
会
員
交
流
会
開
催

　
今
年
の
「
新
入
会
員
交
流
会
」
に
は
、
28
事

業
所
32
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
所
の
井
上
専
務
理
事
よ
り
商
工
会
議
所
の

意
義
や
活
動
、
ま
た
、
当
所
中
小
企
業
相
談
所

の
加
古
と
会
員
の
鈴
木
清
治
氏
（
怜
テ
ッ
ク
）

か
ら
具
体
的
な
会
議
所
の
活
用
方
法
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
鈴
木
氏
に
は
、
当
所
環
境
行
動
計
画
に
基
づ

き
、会
員
に
対
し
省
エ
ネ
診
断
（
無
料
）
を
行
い
、

光
熱
費
削
減
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、一
会
員
と
し
て
当
所
主
催
の「
滝
谷
経
営
塾
」

に
参
加
し
課
題
解
決
法
を
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
入
会
員
交
流
会
で
も
、
率
先
し
て
新

入
会
員
に
話
し
か
け
、
歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

何
事
に
も
前
向
き
に
取
組
む
姿
勢
は
、
新
入
会

員
の
皆
さ
ん
の
お
手
本
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
参
加
者
に
よ
る
一
分
間
自
己
紹
介
の
後
、
名

刺
交
換
し
、
お
茶
と
オ
オ
！
ブ
ッ
セ
（
大
府
市

観
光
み
や
げ
特
別
推

奨
品
）
等
の
お
菓
子

を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
互
い
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
新
し
い
出
会
い

が
、
皆
様
の
事
業
展

開
の
お
役
に
立
て

ば
、
幸
い
で
す
。

平 

成
29
年
度

12
月
15
日
（
金
）
14
時
00
分
〜
16
時
00
分 

於
：
当
所
３
階
ホ
ー
ル

大
府
豊
川
講

　

　
大
府
支
部
恒
例
の
豊
川
講
は
、
今
回
で

11
回
目
を
迎
え
、
岩
津
天
満
宮
、
真
福
寺
、

砥
鹿
神
社
、
豊
川
稲
荷
の
順
に
31
名
で
参

拝
し
ま
し
た
。

　
豊
川
稲
荷
で
は
、
商
売
繁
盛
と
家
内
安

全
を
祈
願
、
ご
祈
祷
を
受
け
た
後
、
精
進

料
理
を
い
た
だ
き
、
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
、
あ
い

や
西
尾
の
抹
茶
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
を

し
、
お
土
産
を
購
入
し
、
御
利
益
と
共
に

大
府
に
帰
り
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

大 

府
支
部

　

１
月
16
日
（
火
）
７
時
40
分
〜
17
時
00
分 

於
：
豊
川
稲
荷
・
岩
津
天
満
宮
等

来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
地
域
活
力
の
創
出
と
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、
大
府
市
、

大
府
商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
の
３
者
に

よ
り
、
地
方
創
生
に
係
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
、
各
種
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商

談
会
を
実
施
し
、
新
規
の
取
引
が
始
ま
っ
た

企
業
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
大
府
桃
源
郷
を
目
指
す
市
民
参
加
型
の

運
動
ハ
ナ
モ
モ
の
記
念
植
樹
に
取
り
組
み
、

ハ
ナ
モ
モ
の
総
本
数
が
１
千
本
と
な
り
、
新

た
な
大
府
の
観

光
の
名
所
と
な

る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
愛
知

県
が
進
め
る
オ

レ
ン
ジ
タ
ウ
ン

構
想
を
大
府
市

が
関
係
機
関
、

市
民
と
一
体
と

な
っ
て
推
進
し

て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平 
成
30
年

新
年
賀
詞
交
歓
会

　
毎
年
恒
例
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
会
員
は
じ
め
来
賓
、
関
係
者

な
ど
２
７
０
名
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

木
村
勝
昭
会
頭
挨
拶

　「
米
国
と
北
朝
鮮
と
の
関
係
に
よ
り
、
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
経
済

状
況
は
、
大
企
業
を
中
心
に
緩
や
か
な
回

復
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
に
と
っ

て
の
真
の
景
気
回
復
が
待
た
れ
る
と
こ
で

す
。
昨
年
、
秋
に
前
副
会
頭
で
あ
る
「
㈱

半
谷
製
作
所
」
の
半
谷
眞
宏
様
が
、「
藍
綬

褒
章
」
を
受
賞
さ
れ
る
と
い
う
喜
ば
し
い
出

１
月
10
日（
水
）

11
時
00
分
〜
12
時
45
分

於
：
大
府
市
役
所

　

　

   

多
目
的
ホ
ー
ル

　
今
年
は
、
第
３
期
短
期
行
動
計
画
の
最

終
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
商
工
業
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
１
９
年
〜
２
０
２
８
年
）

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
最
後
に
今
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
１
５
０

年
目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
世
の
中
が

変
わ
る
兆
候
が
見
え
ま
す
。Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
を
積

極
的
に
導
入
し
、
生
産
性
向
上
を
図
り
、

変
革
す
る
時
代
に
対
応
し
て
頂
き
た
い
」
と

語
り
、
皆
様
の
一
層
の
支
援
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

半
谷
眞
宏
前
副
会
頭

　秋の
褒
章
「
藍
綬

褒
章
」
受
章
紹
介

　
半
谷
様
よ
り
、
受
賞
の
歓
び
の
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

お
お
ぶ
お
お
ぶ
ろ
し
き
商
品
紹
介

　深谷
洋
二
氏
（
㈲
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン

大
府

　取締
役
会
長

　当所
副
会
頭
）

　
地
元
有
志
の
５
名
が
集
ま
り
、
知
多
信

用
金
庫
「
夢
サ
ポ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
大

府
の
観
光
資
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
と
金
メ
ダ
ル

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
２
種
類
の
風
呂
敷
「
お
お

ぶ
お
お
ぶ
ろ
し
き
」
の
お
披
露
目
が
あ
り
ま

し
た
。

▲挨拶する木村会頭

▲挨拶する半谷氏▲砥鹿神社にて記念撮影

▲説明する深谷氏

相続、不動産、建築、企業法務、交通事故、
労災事故、破産、離婚、刑事など

刈谷駅南口よりすぐ 岡崎駅東口より徒歩　分

地域企業の大切な財産を
いずみ セキュリティシステムが

お守りします

いずみサポート㈱
名古屋支社

機械警備 常駐警備  ホームセキュリティの
  ご相談は　TEL 0562-48-5102

大府市朝日町６-１
（住友重機械工業本館内）
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最
重
点
項
目

１
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
及
び

工
業
団
地
開
発
と
企
業
誘
致

　

大
府
市
の
中
小
企
業
は
、
自
動
車
産
業
を
中

心
と
し
て
産
業
構
造
を
形
成
し
て
い
ま
す
が
、

都
市
開
発
の
進
行
に
よ
り
、
住
工
混
在
化
、
工

場
の
狭
隘
化
と
分
散
化
が
顕
著
で
あ
り
、
工
場

の
移
転
、
域
内
再
配
置
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
用
途
地
域
の
変
更
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
を
見
直
し
、
産
業
構
造
の

変
化
に
見
合
っ
た
産
業
育
成
の
た
め
の
工
業
適

地
の
確
保
と
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
並
び
に

積
極
的
か
つ
戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
提
言
い
た

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
府
市
は
、
第
５
次
総
合
計
画
並

び
に
第
３
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
土
地
の
利
用
計
画
を
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
工
場
立
地
に
際
し
て
は
、
高
低
差
な
ど

に
よ
り
現
実
的
に
立
地
が
困
難
な
区
域
も
あ
り

ま
す
。
実
情
に
あ
っ
た
土
地
利
用
計
画
の
見
直

し
に
よ
る
工
業
用
地
の
確
保
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
追
加
の
造
成
費
用
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
な
面
的
整
備
を
行
っ
た
工
業
用
地
の

分
譲
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ
く
よ
う
提
言
い

た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
は
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
に
合
わ
せ
て
検
討
し
ま

す
。

　

工
業
団
地
開
発
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
や

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
地
区
に
お
い
て
、
経
済
状
況
や
企
業
の

動
向
、
地
元
の
意
向
を
勘
案
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
利
用

の
見
直
し
時
に
は
既
存
工
場
等
の
拡
張
を
考
慮

し
た
形
で
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
体
で
は
製

造
業
、
物
流
業
を
中
心
に
誘
致
活
動
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
区
域
で
は
健

康
長
寿
関
連
企
業
を
中
心
に
誘
致
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。（
都
市
計
画
課
・
商

工
労
政
課
）

2
知
多
半
島
道
路
大
府
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

　

知
多
半
島
の
玄
関
口
で
あ
る
大
府
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
を
す
る
こ
と
は
、
大
府
の
み
な
ら
ず
、
知

多
半
島
の
交
流
人
口
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
も

有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
県
始
め
関

係
者
と
連
携
し
、
整
備
を
す
す
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

知
多
半
島
道
路
大
府
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
や
関
係
者
と
協
議

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
整
備
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

構
想
と
し
て
検
討
は
し
て
お
り
ま
す
。
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
知
多
半
島
道

路
利
用
者
の
利
便
性
向
上
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
も
利
用
で
き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。（
土
木
課
）

3
都
市
計
画
道
路
大
府
東
浦
線
の

早
期
整
備

　

大
府
東
浦
線
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
全
線
開

通
が
産
業
界
と
し
て
の
熱
望
で
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
愛
知
県
へ
強
力
に
推
進
し
て
い

た
だ
く
よ
う
提
言
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度

行
っ
て
い
た
だ
い
た
愛
知
県
へ
の
要
望
に
対
す

る
回
答
も
開
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
回
答
）

　

６
月
28
日
に
知
多
建
設
事
務
所
、
７
月
19
日

に
県
庁
へ
整
備
促
進
の
要
望
を
行
い
対
応
を
依

頼
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
国
道
155
号
か
ら
市
道

ウ
ド
線
を
接
続
す
る
区
間
の
整
備
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
更
な
る
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

周
辺
地
域
の
土
地
利
用
状
況
や
市
道
養
父
森
岡

線
の
整
備
状
況
を
見
な
が
ら
整
備
検
討
を
行
う

と
の
こ
と
で
し
た
。（
土
木
課
）

4

長
草
町
田
面
交
差
点
の
右
折
レ
ー

ン
設
置
及
び
本
郷
交
差
点
の
整
備

促
進

　

慢
性
的
に
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
両
交

差
点
改
良
は
、
急
務
で
あ
り
ま
す
。
田
面
交
差

点
改
良
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
と
の
用
地
交
渉

の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
じ
く
渋
滞
要
因
と
考
え
ら
れ
る
本
郷
交
差
点

の
整
備
に
つ
い
て
も
、
早
期
に
改
善
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

６
月
28
日
に
知
多
建
設
事
務
所
、
７
月
19
日

に
県
庁
へ
整
備
促
進
の
要
望
を
行
い
対
応
を
依

頼
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
か
ら
用
地
測
量
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
用
地
の
境
界

が
不
調
と
な
っ
て
お
り
整
備
に
遅
れ
が
生
じ
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
、
一
部
地

権
者
と
用
地
交
渉
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。（
土

木
課
）

5
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
構
想
の

実
施
計
画
の
策
定
並
び
に
周
知
、

整
備
促
進

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
構
想
の
実
現
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
に
基
本
計
画
の
策
定
後
、
実
施

計
画
が
未
だ
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
事
業

の
実
施
に
は
、
実
施
計
画
の
策
定
が
必
須
条
件

で
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
策
定
す
る
と
と
も

に
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
構
想
の
周
知
と
実
施

計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
事
業
の
実
施
を
提
言

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
具
体
的
に
産
業
用
地
開
発
、
道
路
整
備
、

水
道
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
た
め
、
大
府

市
と
し
て
「
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
会
議
事
務

局
」
へ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
の
提
案
を
行
う
と

と
も
に
「
愛
知
県
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
」

の
認
定
を
受
け
、
包
括
的
・
戦
略
的
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
し
て
、
国
や
愛
知
県
か
ら
総
合
的
な
支

援
を
得
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
基
本
計
画
を

前
進
さ
せ
る
よ
う
な
申
請
を
行
う
こ
と
を
提
言

い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
の
目
標
で
あ
る
「
健
康

長
寿
の
一
大
拠
点
の
形
成
」
に
向
け
て
、
前
年

度
に
策
定
し
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
年
度
ご
と

に
事
業
実
施
、
予
算
執
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
地
区
土
地
利

用
調
査
と
し
て
企
業
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
費
等
の
概
算
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

土
地
利
用
調
査
結
果
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
関

係
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を
も
と
に
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
と
し
て
の
将
来
像
を
再
確

認
し
た
上
で
、
計
画
的
な
整
備
促
進
・
情
報
発

信
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ

レ
ー
推
進
課
）

6
会
議
所
街
路
灯
の
新
設
補
助
対
象

事
業
の
期
間
延
長
と
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
促
進
及
び
補
助
金
の
創
設

　

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の
設
置
及
び
取
替
え
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
大
府
市
商
業
団
体
等
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
を
見
直
し
、
時
限
補
助
制

度
と
し
て
、
平
成
31
年
度
ま
で
補
助
率
70
％

以
内
に
引
き
上
げ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
街
路
灯
管
理
団
体
の
経
済
的
な
事
情
や
意

見
の
と
り
ま
と
め
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
そ

の
期
間
を
２
年
延
長
し
、
平
成
33
年
度
ま
で
補

助
率
70
％
以
内
を
維
持
し
、
商
店
街
の
環
境
整

備
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う

提
言
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
抑
止
の
面
に
お
い
て
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
果
た
す
役
割
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
設
置
を
促
進
す
る
と
同
時

に
、
事
業
者
が
積
極
的
に
設
置
に
取
組
め
る
よ

う
助
成
金
制
度
の
創
設
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
へ
の
更
新
を
促
進
す
る
た
め

３
年
間
の
時
限
措
置
を
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
計
画
的
に
必
要
数
の
設
置
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
し
ま
し
て

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
配
慮
し
な

が
ら
、
地
域
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。（
商
工
労
政
課
・
危
機
管
理
課
）

7
警
察
力
の
強
化
・
警
察
署
の
誘
致

促
進
に
か
か
る
整
備
計
画
の
策
定

並
び
に
大
府
駅
、
共
和
駅
及
び

共
和
西
地
区
へ
の
交
番
設
置

　

大
府
市
は
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
犯
罪

件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
治
安
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
警
と
し
て
も
交
番
相

談
員
の
設
置
や
パ
ト
ロ
ー
ル
巡
回
頻
度
の
増
加

等
、
安
心
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
地
域
の
安
心
安
全
確
保

は
、
重
要
で
あ
り
ま
す
。
警
察
署
設
置
と
共
和

駅
西
側
地
区
へ
の
交
番
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
大
府
駅
、
共
和
駅
に

は
警
察
官
が
常
駐
す
る
交
番
の
設
置
は
急
務
と

考
え
ま
す
。

　

会
議
所
支
部
並
び
に
部
会
等
か
ら
の
設
置
に

対
す
る
要
望
も
年
々
強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
警
察
署
の
体
制
や
管
轄
区
域
の
見
直
し
な

ど
の
再
検
討
に
つ
い
て
、
愛
知
県
へ
強
力
に
要

望
い
た
だ
く
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
警
察
署
早
期
誘
致
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
大
府
市
と
し
て
警
察
署
の
整
備
計
画
を

策
定
し
た
う
え
で
、
要
望
す
る
こ
と
を
提
言
い

た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

大
府
市
は
東
浦
町
と
合
同
で
、
昭
和
63
年
か

ら
両
首
長
・
議
長
・
県
議
に
よ
り
、
警
察
署
誘

致
の
陳
情
を
続
け
て
い
ま
す
。
警
察
施
設
の
耐

震
対
策
に
よ
る
財
政
面
の
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
愛
知
県
も
こ
の
地
域
の
事
情
に
つ
い
て
は

十
分
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
力
の
強
化
と
し
て
、
警
察
署
誘

致
に
併
せ
、
交
番
の
増
設
も
要
望
し
て
お
り
ま

す
。

　

少
し
で
も
早
期
に
警
察
署
新
設
が
実
現
す
る

よ
う
、
具
体
的
な
候
補
地
を
示
し
、
今
後
も
陳

情
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
危
機
管

理
課
）

8
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
の
設
置

と
大
府
駅
東
南
部
再
開
発
を
見
据

え
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
策
定

　

大
府
市
の
玄
関
口
で
あ
る
大
府
駅
や
同
駅
東

南
部
を
含
め
、
さ
ら
に
、
共
和
駅
を
中
心
と
し

た
周
辺
地
域
を
総
合
的
に
見
直
し
、
駅
利
用
者

の
滞
留
を
促
し
、
域
外
か
ら
の
来
客
を
増
加

さ
せ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

し
、
賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
の
再
生
に
よ
る
商

業
の
集
積
を
目
指
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
府
駅
前
再
開
発
は

必
須
と
考
え
ま
す
が
、
大
府
市
に
よ
る
土
地
の

確
保
が
な
け
れ
ば
、
実
現
は
困
難
と
思
わ
れ
ま

す
。
よ
っ
て
、
大
府
駅
前
の
土
地
確
保
に
早
急

に
取
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
提
言
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

市
、
市
議
会
、
会
議
所
等
を
始
め
、
地
権
者
、

商
工
業
者
を
含
め
た
「
検
討
委
員
会
」
の
設
置

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
が
中
心

と
な
り
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を

策
定
し
て
い
た
だ
く
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

地
権
者
等
が
中
心
と
な
り
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

動
向
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
に
、
官
民
連
携
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
の

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
都
市
計
画
課
）

9
観
光
協
会
の
独
立
及
び
市
観
光
課
の

設
置
に
よ
る
観
光
協
会
の
機
能
強
化

並
び
に
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

愛
知
県
は
、「
技
術
立
県
」
に
続
く
「
観
光

立
県
」
を
目
指
し
、
観
光
局
の
設
置
な
ど
あ
い

ち
の
観
光
を
強
力
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
大

府
市
は
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
観
光
資

源
が
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
、
中
小
企
業
地
域
資

源
活
用
促
進
法
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
も
多
く

登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
交
流
人
口

「
大
府
商
工
行
政
等
に
関
す
る
提
言
書
・
回
答
」

平
成

年
度

29

89



を
増
加
さ
せ
る
着
地
型
観
光
の
推
進
、
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
活
性
化
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
の

観
光
を
強
力
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
も
、
観
光
課
を
新
設
し
て
専
従
職
員
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
観
光
協
会
を
独
立
さ
せ
、
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
の
創
生
の
た
め
、
各
施
設
へ

の
誘
導
・
案
内
看
板
の
設
置
や
無
料
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
（W

i-Fi

）
の
整
備
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
大
府
市
と
し
て
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
協
会
の
独
立
に
併
せ
、
Ｊ
Ｒ
大

府
駅
へ
の
観
光
協
会
の
事
務
所
及
び
大
府
市
の

商
・
工
・
農
な
ど
を
紹
介
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
設
置
、
あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
・
み
ど
り

公
園
な
ど
と
つ
な
ぐ
た
め
の
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク

ル
事
業
の
実
施
並
び
に
駅
周
辺
で
の
市
民
参
加

に
よ
る
ふ
れ
あ
い
行
事
の
実
施
に
よ
る
に
ぎ
わ

い
創
出
、
ま
た
観
光
課
専
従
職
員
を
配
置
す
る

な
ど
、
大
府
市
全
体
と
し
て
の
情
報
発
信
拠
点

と
す
る
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

本
市
の
観
光
行
政
全
般
に
つ
い
て
は
、
商
工

労
政
課
が
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
の
交
流

人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
、
組
織
改
正
に
よ
り
観

光
課
の
設
置
の
必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
要
望
を
受
け
て
、
来
年

度
の
健
康
に
ぎ
わ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
ー
プ

ン
を
契
機
と
し
て
観
光
協
会
を
独
立
さ
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
時
期
尚
早
と
の
結

論
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
観
光
協

会
が
市
か
ら
独
立
し
自
律
的
な
活
動
を
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

商
工
会
議
所
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。（
企
画
政
策
課
・
商
工

労
政
課
）

10
店
舗
の
新
設
・
改
装
に
関
す
る

支
援
及
び
「
げ
ん
き
商
店
街
推
進

事
業
」
補
助
要
綱
の
見
直
し

　

新
規
の
創
業
者
を
含
め
た
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
、
店
舗
の
新
設
や
改
装
費
用
を
負
担
す

る
こ
と
は
、
将
来
的
に
経
営
状
況
を
圧
迫
す
る

恐
れ
も
あ
り
、
事
業
継
続
や
廃
業
の
不
安
を
抱

え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
事

業
意
欲
の
向
上
や
事
業
拡
大
を
考
え
る
た
め
に

も
、
店
舗
の
新
設
・
改
装
等
の
費
用
へ
の
補
助

制
度
の
創
設
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
府
市
が
、
愛
知
県
の
「
げ
ん
き
商

店
街
推
進
事
業
」
を
申
請
し
、
会
議
所
へ
の
補

助
事
業
と
し
て
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
お
お
ぶ
de
ま
ち
歩
き
」「
ふ
れ
あ
い
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
事
業
は
、
小
規
模
商
業
者
の
関
心
が
高
い

事
業
で
す
。
地
域
の
小
規
模
商
業
者
へ
の
大
き

な
支
援
と
な
り
、
年
々
参
加
事
業
所
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
商
業
者
へ
の
支
援
策
の
一

つ
と
し
て
、
大
府
市
独
自
の
補
助
事
業
と
し
て

い
た
だ
き
、
安
定
的
に
地
域
を
支
援
し
て
い
た

だ
く
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

大
府
・
共
和
駅
前
の
実
態
調
査
を
行
い
、
空

き
店
舗
の
状
況
及
び
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し

ま
し
た
。
併
せ
て
、
創
業
を
希
望
す
る
事
業
者

の
方
に
も
条
件
等
、
意
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
空
き
店
舗
及
び
既
存
店
舖
の
利
活

用
に
向
け
、
制
度
を
構
築
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
げ
ん
き
商
店
街
推
進
事
業
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
と
共
同
で
推
進
す
る
制
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
採
択
さ
れ
る

よ
う
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
、
国
・

県
へ
の
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
商

工
労
政
課
）

11
女
性
や
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

環
境
整
備
に
よ
る
人
材
不
足
解
消

　

女
性
が
活
躍
・
働
き
や
す
い
環
境
整
備
と
し

て
、
保
育
園
の
新
設
や
24
時
間
対
応
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行
う
な
ど
、
人
材
不
足
の

解
消
に
つ
な
が
る
施
策
を
展
開
す
る
よ
う
提
言

い
た
し
ま
す
。
既
に
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
一

元
化
や
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
併
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
看
護
師
な
ど
人
的
資
源
や
調
理
室

な
ど
の
設
備
を
共
有
し
、
効
率
的
な
施
設
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
取
組
は
、
世
代
間
交
流
に
寄
与
で
き
る
利
点

も
あ
り
、
経
験
豊
富
で
元
気
な
高
齢
者
に
よ
る

託
児
施
設
の
開
設
等
に
よ
り
、
三
世
代
が
そ
れ

ぞ
れ
に
幸
せ
を
感
じ
る
街
、
住
み
た
い
街
「
大

府
」
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
将
来
、
避
け
ら
れ
な
い
少
子
高
齢
化
を

見
据
え
、
安
定
的
な
働
き
手
の
確
保
に
つ
な
が

る
取
組
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

民
間
資
本
を
活
用
し
た
保
育
園
の
建
設
誘

致
、
公
立
保
育
園
の
定
員
拡
大
に
伴
う
建
替
を

早
急
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
保
育
の
受
け
皿
を

拡
大
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
保
育
を
希
望
す
る
方
が
お
子

さ
ん
を
よ
り
預
け
や
す
く
な
る
環
境
を
整
備

し
、
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
、
活
躍
で
き
る

社
会
の
構
築
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
御
提
言
い
た
だ
い
た
よ
う
な
併
設
型

の
施
設
と
し
ま
し
て
は
、
長
草
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。
世
代
間
交
流
の
効

土
地
利
用
等
の
見
直
し

１⑴
調
整
区
域
の
見
直
し

継
続

　

エ
コ
工
業
団
地
用
地
確
保
の
た
め
、
市
街

化
調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
に
見
直
し
、
大

府
市
の
工
業
の
発
展
と
将
来
的
に
安
定
し
た

税
収
確
保
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
提
言
し
ま

す
。

（
回
答
）

　

市
街
化
調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
編
入
す

る
た
め
に
は
、
工
業
系
土
地
利
用
に
適
し
た

地
域
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
定
め
る
等
、
基

準
を
満
た
す
区
域
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

区
域
区
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
に
合
わ
せ
て

検
討
し
ま
す
。（
都
市
計
画
課
） 

幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進

2⑴
市
道
の
整
備　

継
続

①
都
市
計
画
道
路
養
父
森
岡
線
の
早
期
整
備

　

養
父
森
岡
線
は
、
大
府
東
浦
線
と
同
様
に

あ
い
ち
健
康
の
森
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
全
線
開

通
を
提
言
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
具

体
的
な
実
施
計
画
を
お
教
え
下
さ
い
。

（
回
答
）

　

東
海
市
と
整
備
時
期
の
調
整
を
図
り
、

石
ヶ
瀬
川
か
ら
東
海
市
境
ま
で
の
区
間
を
平

成
35
年
度
に
供
用
す
る
計
画
で
進
め
て
お
り

ま
す
。（
土
木
課
）

継
続

②
大
府
駅
前
中
央
分
離
帯
の
撤
去

　

　

大
府
駅
東
の
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
前
の

中
央
分
離
帯
を
撤
去
し
て
頂
き
、
大
府
駅
前

の
賑
わ
い
創
出
と
な
る
街
づ
く
り
の
整
備
を

提
言
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

中
央
分
離
帯
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
交
通

安
全
、
道
路
構
造
基
準
、
地
元
協
議
、
行
政

手
続
き
等
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
創
出
を
検
討

す
る
段
階
で
対
応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。（
都

市
計
画
課
）　

継
続

③
北
崎
町
小
根
下
交
差
点
か
ら
東
に
抜
け
る
道
路

の
拡
幅
工
事
計
画
の
推
進
及
び
違
法
駐
車
対
応

　
　

北
崎
町
小
根
下
交
差
点
か
ら
東
に
抜
け
る

道
路
の
拡
幅
工
事
計
画
を
迅
速
に
進
め
て
頂

く
よ
う
提
言
し
ま
す
。
依
然
と
し
て
無
く
な

ら
な
い
違
法
駐
車
に
よ
り
、
歩
行
者
の
通
路

確
保
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
と
も
に
、

街
灯
の
未
整
備
に
よ
り
、
歩
行
者
の
安
全
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
速

や
か
に
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う

提
言
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
警
察
に
よ

る
徹
底
し
た
取
締
り
を
要
望
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

用
地
取
得
が
難
航
し
て
い
る
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
具
体
的
な
実
施
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
違
法
駐
車
に
関
し
ま
し
て
は
、
警

察
へ
取
り
締
ま
り
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

（
土
木
課
・
建
設
管
理
課
）

⑵
国
道
、
県
道
の
整
備

新
規

①
県
道
名
和
大
府
線
と
県
道
東
海
緑
線
の
拡
幅

工
事
の
早
期
完
了

　

　

当
該
工
事
の
完
了
は
、
両
線
の
安
全
確

保
と
渋
滞
緩
和
に
有
効
と
考
え
ら
れ
、
早
期

完
了
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
着
工
か

ら
か
な
り
時
間
が
経
過
し
て
い
る
印
象
が
否

め
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
い
工
事
完
了
を
要
望

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
回
答
）

　

６
月
28
日
に
知
多
建
設
事
務
所
、
７
月
19

日
に
県
庁
へ
整
備
促
進
の
要
望
を
行
い
対
応

を
依
頼
し
ま
し
た
。
県
道
東
海
緑
線
は
一
刻

も
早
い
整
備
を
実
施
し
、
安
全
対
策
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。（
土

木
課
）　

継
続

②
都
市
計
画
道
路
衣
浦
西
部
線
の
国
道
366
号
と

の
接
続

　

　

衣
浦
西
部
線
の
騒
音
対
策
及
び
渋
滞
対
策

と
し
て
、
引
き
続
き
早
期
に
名
古
屋
刈
谷
線

へ
の
延
伸
を
愛
知
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）
　

　

要
望
地
の
折
戸
の
交
差
点
に
お
い
て
、
平

成
29
年
１
月
18
日
・
19
日
の
連
続
24
時
間
の

自
動
車
騒
音
を
測
定
し
ま
し
た
。
騒
音
測
定

結
果
は
道
路
に
面
す
る
地
域
に
係
る
環
境
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
自
動
車
騒
音
に
つ
い

て
市
と
し
て
要
請
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
６
月
28
日
に
知
多
建
設
事
務
所
、

７
月
19
日
に
県
庁
、
８
月
９
日
に
国
土
交
通

省
へ
整
備
促
進
の
要
望
を
行
い
、
対
応
を
依

頼
し
ま
し
た
。（
環
境
課
・
土
木
課
）

継
続

③
国
道
366
号
の
信
号
交
差
点
へ
の
右
折
帯
及
び

右
折
信
号
の
設
置

　

　

国
道
366
号
の
横
根
町
交
差
点
か
ら
有
松
イ

ン
タ
ー
ま
で
の
間
は
、
片
側
１
車
線
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
366
号
沿
い
に
大
手
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
店
舗
が
開
店
し
た
こ
と
も
あ

り
、
よ
り
一
層
渋
滞
緩
和
対
策
が
望
ま
れ
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
前
よ
り
具
申
し

て
い
る
二
ツ
池
南
交
差
点
及
び
梶
田
町
六
丁

目
交
差
点
の
右
折
車
両
に
よ
る
滞
留
状
況
調

査
を
実
施
し
、
一
刻
も
早
く
渋
滞
解
消
に
向

け
た
対
策
に
取
組
む
こ
と
を
提
言
い
た
し
ま

す
。渋
滞
に
よ
る
経
済
損
失
は
、長
期
に
渡
っ

て
地
域
に
影
響
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
大

府
市
と
し
て
強
力
に
愛
知
県
へ
要
望
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　

（
回
答
）

　

愛
知
県
へ
国
道
366
号
線
の
渋
滞
対
策
と
し

て
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
土
木
課
）

継
続

④
県
道
東
海
緑
線
結
節
点
西
側
の
早
期
整
備

　

荒
尾
大
府
線
の
早
期
事
業
着
手
に
つ
い

て
、
愛
知
県
へ
要
望
の
回
答
と
併
せ
て
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
、
開
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

荒
尾
大
府
線
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
府
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
整
備
や
周
辺
地

域
の
土
地
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
整
備
検
討

を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
の
整

備
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
道
路
用
地
の
約
６

割
が
買
収
済
み
で
事
業
は
休
止
中
で
ご
ざ
い

ま
す
。（
土
木
課
）

果
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
公

設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
予

定
は
な
く
、
整
備
は
専
ら
民
間
事
業
者
に
よ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や

医
療
施
設
に
併
設
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

ご
ざ
い
ま
す
。
御
提
言
い
た
だ
い
た
よ
う
な
施

設
の
整
備
が
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
際

に
は
、
効
果
を
認
識
し
た
上
で
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。（
保
育
課
・
高
齢
障
が
い
支
援
課
）

り
ま
す
。（
保
育
課
・
高
齢
障
が
い
支
援
課
）
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継
続

⑤
東
海
有
松
線
の
梶
田
町
一
丁
目
交
差
点
へ
の

右
折
車
線
の
確
保
に
よ
る
渋
滞
緩
和
　

　

梶
田
町
一
丁
目
交
差
点
付
近
の
右
折
車
両

の
滞
留
に
よ
る
交
通
渋
滞
及
び
付
近
の
生
活

道
路
を
始
め
と
す
る
市
道
等
へ
の
影
響
を
調

査
し
て
頂
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
実
施
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。（
土
木
課
）

あ
い
ち
健
康
の
森
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

3継
続　
　

⑴
健
康
都
市
大
府
の
知
名
度
を
あ
げ
る
た
め
の

健
康
に
関
す
る
世
界
会
議
の
誘
致
や
大
規
模    

国
際
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

　

あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
に
は
、
１
０
０
０
人

を
収
容
で
き
る
国
際
会
議
場
や
温
泉
施
設
が

あ
る
宿
泊
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

立
派
な
施
設
を
活
用
す
る
た
め
、
さ
ら
に
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
国
際
的
な
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
の
積
極
的
な
誘
致
を
愛
知
県
と
と

も
に
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
提
言
い
た
し

ま
す
。

（
回
答
）

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
関
係
機
関
に
お
い
て

は
、
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
あ
い
ち
健

康
プ
ラ
ザ
な
ど
を
中
心
に
、
既
に
国
際
的
な

会
議
や
海
外
か
ら
の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
の
森
公
園
で
は
年

間
100
件
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
海
外
か
ら
の
視
察
等
の
方
々
に
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
地
区
全
体
に
つ
い
て
周

知
す
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
は
日
本
語
・
英

語
併
記
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
て
配
布

し
て
お
り
ま
す
。

　

担
当
課
と
し
て
は
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
の
情
報
発
信
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
へ
の
経
済
効
果

波
及
を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。（
ウ
ェ
ル

ネ
ス
バ
レ
ー
推
進
課
）

継
続
・
新
規

⑵
大
府
市
主
催
に
よ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
　

　

会
議
所
で
は
、
毎
年
９
月
に
ウ
ェ
ル
ネ
ス

バ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
参
加
団
体
を
主
体
と
し

た
実
行
委
員
会
形
式
で
開
催
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
の
認
知
度
向
上

と
い
う
一
定
の
目
的
を
達
し
た
こ
と
、ま
た
、

財
政
面
で
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
を
区
切
り
と
し
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
参
加
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
は
継
続
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
大
府
市
主
催
に
よ
る
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
言
い
た

し
ま
す
。

（
回
答
）

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
交
流
・

に
ぎ
わ
い
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ

レ
ー
地
区
の
に
ぎ
わ
い
創
出
・
認
知
度
向
上

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
り
ま
す
が
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
フ
ェ
ス

タ
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
認
識

で
あ
り
、
同
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
も
し
く
は

協
議
会
主
催
で
開
催
す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　

当
該
Ｗ
Ｇ
に
て
、
交
流
と
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
、
新
し
い
客
層
に
も
訴
求
で
き
る
よ
う

な
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
の
発
信
方
法
、
イ

ベ
ン
ト
実
施
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
推
進
課
）

新
規

⑶
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
構
想
の
具
体
化
に
向
け
た

地
域
体
制
の
構
築

　

愛
知
県
よ
り
「
あ
い
ち
健
康
の
森
」
の
周

辺
地
域
で
、
認
知
症
の
理
解
の
深
い
ま
ち
づ

く
り
の
先
進
モ
デ
ル
と
な
る
「
オ
レ
ン
ジ
タ

ウ
ン
構
想
」
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
モ

デ
ル
指
定
さ
れ
た
吉
田
・
森
岡
地
域
で
は
、

受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
地
域
が

不
安
を
感
じ
て
い
る
た
め
、
地
域
住
民
及
び

関
係
者
へ
の
説
明
と
関
連
施
設
等
へ
の
支
援

を
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
構
想
に
お
け
る
対
象
地

域
は
、
あ
い
ち
健
康
の
森
を
中
心
と
し
た
大

府
市
及
び
東
浦
町
の
全
域
と
な
り
ま
す
。
構

想
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
取
組
に
つ
い
て
は
、

愛
知
県
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
各
取

組
主
体
を
中
心
に
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
大
府
市

も
取
組
主
体
の
一
員
と
し
て
構
想
の
実
現
に

向
け
て
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
健
康
都

市
推
進
課
）

新
規

⑷
あ
い
ち
健
康
の
森
と
げ
ん
き
の
郷
を
つ
な
ぐ

歩
道
橋
の
整
備

　

あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
・
あ
い
ち
健
康
プ

ラ
ザ
と
げ
ん
き
の
郷
、
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ
と

あ
い
ち
健
康
の
森
西
側
の
関
係
機
関
の
間
で

は
、
定
期
的
に
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
め
ぐ

り
」
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全
確

保
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
周
辺
機
関
の
相
互

利
用
促
進
の
た
め
に
、
あ
い
ち
健
康
の
森
と

げ
ん
き
の
郷
を
つ
な
ぐ
歩
道
橋
「
ウ
ェ
ル
ネ

ス
バ
レ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
」（
仮
称
）
の
整
備
を

提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

大
府
東
浦
線
に
は
歩
行
者
用
の
横
断
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー

め
ぐ
り
に
お
い
て
も
多
数
の
方
々
が
利
用
さ

れ
る
ル
ー
ト
で
す
が
、
安
全
性
も
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
周
辺
機

関
の
相
互
利
用
促
進
に
関
し
ま
し
て
は
、
看

板
設
置
や
Ｈ
Ｐ
の
充
実
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
推

進
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
周
遊
性
を
高
め
て

い
き
ま
す
。（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
推
進
課
）

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

4継
続
・
改
定

 

⑴
防
災
ま
た
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か

ら
、
市
民
向
け
の
燃
料
電
池
等
設
置
に
対
す

る
助
成
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
耐
震
改
修

補
助
金
の
条
件
緩
和

　

防
災
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点

か
ら
、
燃
料
電
池
、
蓄
電
池
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
設
置
に
対

す
る
市
民
向
け
の
補
助
制
度
の
創
設
と
耐
震

改
修
補
助
金
の
条
件
（
判
定
値
1.0
以
上
を
0.7

以
上
へ
引
き
下
げ
）
緩
和
を
提
言
い
た
し
ま

す
。

（
回
答
）

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補

助
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
で
終
了
し
て

お
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電
は
広
く
普
及
し
た

こ
と
に
よ
り
価
格
が
安
く
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
個
人
資
産
へ
の
補
助
金
を
見
直
し
た
た
め

で
す
。

　

そ
の
た
め
燃
料
電
池
、
蓄
電
池
等
の
設
置

に
つ
い
て
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
二
酸
化
炭

素
削
減
の
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
個
人
資
産

と
な
る
設
備
の
設
置
に
対
す
る
補
助
は
予
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
市
民
の
方
に
対
し
て
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
講
座
に
お
け
る
苗
の
配
布
や
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
関
す
る
啓
発
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
は
、
室
内
温
度
の
上

昇
を
抑
え
電
気
使
用
量
削
減
の
効
果
が
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
の
補
助
を
始
め
ま
し
た
が
、
今
後
も
、

段
階
改
修
や
簡
易
改
修
等
、
新
た
な
耐
震
対

策
へ
の
助
成
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
環

境
課
・
建
築
住
宅
課
）

新
規

⑵
街
灯
の
明
度
強
化
等
に
よ
る
安
全
性
の
確
保

　

道
路
の
夜
間
照
明
の
明
る
さ
が
不
足
し
て

お
り
、
横
断
歩
道
及
び
歩
行
者
等
が
認
知
し

づ
ら
い
た
め
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
や
す
い

と
思
わ
れ
る
場
所
が
存
在
し
ま
す
。
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
方
策
と
し
て
、
現
存
す

る
街
灯
の
明
度
強
化
に
取
組
む
こ
と
を
提
言

い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

道
路
照
明
灯
に
つ
き
ま
し
て
は
古
い
も
の

か
ら
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
替
え
を
実
施

し
て
お
り
、
照
度
の
強
化
に
努
め
て
お
り
ま

す
。（
建
設
管
理
課
）

市
街
地
の
活
性
化

5継
続

⑴
大
府
セ
ン
タ
ー
及
び
サ
ニ
ー
の
利
活
用
の
検

討
　

大
府
駅
前
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、

立
地
の
良
い
大
府
セ
ン
タ
ー
及
び
サ
ニ
ー
の

利
活
用
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
ま

す
。
市
が
主
体
と
な
り
会
議
所
を
巻
き
込
ん

だ
検
討
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
提
言
い
た
し

ま
す
。

（
回
答
）

　

サ
ニ
ー
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に
取
り
壊

し
を
行
う
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
所
有
者
の
意

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
都
市
計
画
課
）

継
続

⑵
各
施
設
等
へ
の
多
言
語
対
応
し
た
誘
導
・
案

内
看
板
の
早
期
整
備

　

大
府
駅
、
共
和
駅
の
域
外
か
ら
の
利
用
者

に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
元
観
光
の
Ｐ

Ｒ
の
第
一
歩
と
し
て
、
要
所
に
多
言
語
に
対

応
し
た
案
内
看
板
な
ど
の
早
期
整
備
を
提
言

い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

必
要
な
看
板
類
を
検
証
し
、
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
商
工
労
政
課
）

意
欲
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援

6継
続　

⑴
ポ
ー
ト
フ
ィ
リ
ッ
プ
市
と
の
経
済
交
流
等
の

機
会
の
場
の
設
定

　

大
府
商
工
会
議
所
及
び
大
府
市
が
、
姉
妹

都
市
で
あ
る
ポ
ー
ト
フ
ィ
リ
ッ
プ
市
と
大
府

市
を
会
場
と
し
た
経
済
勉
強
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
を
活
用
し
た
政
治
経
済
、
日
豪
関
係
に
関

す
る
勉
強
会
や
双
方
の
経
済
団
体
に
よ
る
経

済
産
業
構
造
等
の
情
報
交
換
）、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、
産
業
別
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
経
済
交
流
が
図

れ
る
よ
う
、
市
か
ら
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

具
体
的
な
機
会
や
対
象
と
す
る
企
画
案
、

産
業
分
野
を
御
提
案
下
さ
い
。ポ
ー
ト
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
市
と
の
連
絡
調
整
の
分
野
で
橋
渡
し

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
商
工
労
政
課
・

青
少
年
女
性
課
）

大
府
商
工
会
館
等
の
整
備

7継
続

⑴
大
府
商
工
会
館
北
側
の
雨
水
排
水
設
備
の
整

備 

　

会
館
北
側
は
、
長
時
間
の
雨
、
特
に
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
雨
水
が
溜
ま
る

状
況
で
あ
る
た
め
、
会
館
の
維
持
管
理
上
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
急
に
排
水
対
策
に
対
す
る
整
備
計
画
の
再

検
討
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

雨
水
排
水
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商

工
会
館
の
修
繕
計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

（
総
務
課
）

継
続
・
新
規

⑵
大
府
商
工
会
館
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
及

び
窓
枠
パ
ッ
キ
ン
の
修
繕

　

商
工
会
館
の
利
用
者
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
会
館
の
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
の
貼
付
に
つ
い
て
優
先
的
に
対
応

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
引
き
続
き
要
望
す
る

と
と
も
に
、
窓
枠
パ
ッ
キ
ン
の
経
年
劣
化
が

雨
水
の
侵
入
と
３
階
ホ
ー
ル
の
風
切
音
の
発

生
を
招
い
て
い
る
た
め
、
早
期
の
修
繕
を
要

望
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
全
体
の
公
共
施
設
の
優
先
順
位
を
踏

ま
え
商
工
会
館
の
修
繕
計
画
の
中
で
検
討
し

ま
す
。

　

ま
た
、窓
枠
パ
ッ
キ
ン
に
つ
き
ま
し
て
も
、

調
査
を
行
い
商
工
会
館
の
修
繕
計
画
の
中
で

検
討
し
ま
す
。（
総
務
課
）

そ
の
他

8継
続

⑴
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

見
据
え
た
取
り
組
み

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
愛
知
県
も
、「
あ

い
ち
観
光
戦
略
」
に
お
い
て
、
こ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
対
策
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
大
府
市
も
こ
の
機
会
を
捉
え
、
愛
知
県

や
近
隣
市
町
と
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
資
源
を
組
合
せ
た
、
広
域
観
光
事
業
を
展

開
す
る
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
に
よ
る
、
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
事
業
の
展
開
を

図
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
方
の
た
め
に
、
地
域
ぐ

る
み
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン

1213



テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
を
提
言
い
た
し

ま
す
。

（
回
答
）

　

国
、
県
、
知
多
半
島
観
光
圏
協
議
会
、
近

隣
市
町
の
動
き
に
併
せ
、
大
府
市
へ
の
着
地

型
観
光
等
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
が
可
能
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。（
商
工
労
政
課
）

継
続

　

⑵
小
規
模
事
業
に
お
け
る
経
営
改
善
普
及
事
業

補
助
金
等
の
拡
充

　

会
議
所
は
、「
経
営
改
善
普
及
事
業
補
助

金
」「
育
成
指
導
事
業
補
助
金
」
を
受
け
、

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会
員
加
入
、

共
済
加
入
を
促
進
す
る
な
ど
、
運
営
安
定
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
よ
り
安
定
的

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
大
府
市
と
し
て
も

補
助
金
等
の
拡
充
に
よ
り
支
援
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

（
回
答
）

　

中
小
企
業
の
振
興
で
ま
ち
を
元
気
に
す
る

条
例
に
沿
っ
て
、
今
年
度
は
商
工
会
議
所
と

と
も
に
、
金
融
機
関
と
地
方
創
生
に
係
る
包

括
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
具

体
的
な
事
業
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
商
談
会
を
開
催
す
る
等
、
市
と
商
工
会
議

所
が
一
体
と
な
っ
て
、
商
工
業
振
興
施
策
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
商
工
会
議
所
が
行
う
各
事
業
に
必

要
な
経
費
を
算
出
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
き
ま
す
。（
商
工
労
政
課
）

継
続　

⑶
大
府
市
の
成
長
戦
略
実
現
に
向
け
た
地
方
創

生
事
業
の
実
施

　

去
る
７
月
14
日
、
大
府
市
、
大
府
商
工
会

議
所
及
び
市
内
金
融
機
関
に
よ
る
地
域
創
生

に
係
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
積
極
的

に
地
方
創
生
の
諸
問
題
の
解
決
と
地
方
創
生

交
付
金
の
獲
得
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
言
い

た
し
ま
す
。

（
回
答
）
　

　

地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

大
府
駅
下
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
に

ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
の
対
象
事
業
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
し
た「
健

康
に
ぎ
わ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
地
元

事
業
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
民
間
団
体
に

運
営
を
委
託
す
る
予
定
で
、
官
民
が
連
携
し

て
、
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
積
極

的
に
地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。（
企
画
政
策
課
）

新
規

⑷
大
倉
公
園
、
み
ど
り
公
園
、
二
ツ
池
公
園
へ

の
滑
ら
な
い
タ
イ
ル
の
整
備

　

公
園
内
の
タ
イ
ル
が
す
べ
り
や
す
い
た

め
、
来
園
者
が
安
全
に
公
園
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
注
意
喚
起
の
看
板
で
は
な
く
、
す
べ

り
に
く
い
タ
イ
ル
へ
の
交
換
を
提
言
い
た
し

ま
す
。　
　

（
回
答
）

　

大
倉
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年

度
に
ひ
ょ
う
た
ん
池
周
辺
園
路
の
ぬ
め
り
取

り
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
府
み
ど
り
公
園
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
度
以
降
に
園
路

改
修
工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
二
ツ
池

公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
、
平

成
29
年
度
の
２
か
年
で
園
路
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

今
後
も
公
園
の
園
路
の
計
画
的
な
改
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
来
園
者
が
安
全
・
安

心
に
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。（
緑
花
公
園
課
）

会議所だより
KAIGISHO ★ DAYORI

㈱JAやすらぎセンター
0120-79-7900

JA葬祭
家族葬から社葬まで

真心で
お手伝いします。

取　扱　商　品
空圧設備

油圧設備

水処理設備

電源設備

環境設備

建設機械

コンプレッサ、エアードライヤ

油圧ポンプ、油圧モーター

遠心分離機、フィルタープレス

電源装置、非常用発電機、蓄電池

破砕機、振動ふるい

地盤改良機、クローラークレーン、油圧ショベル

大和機工株式会社
TEL 0562-47-2164
http://www.daiwakiko.co.jp

販売・据付工事・修理・レンタル

DAIWA

水回りから内外装 ・外構工事に

至るまで、あらゆる住まいの

お困りごとを PATTO 解決！！

のんびり極楽なお風呂 素敵な玄関でおもてなし 家族が見える対面キッチン

〒474-8505大府市共栄町七丁目1番地の1
営業時間／9：00～18：00　定休日／日曜日
Email ／ reform＠aikyosangyo.co.jp

担当：前田 望月0120-098-777

夢 

を
つ
つ
む〝
お
お
ぶ
お
お
ぶ
ろ
し
き
〞

　
大
府
商
工
会
議
所
商
業
部
会
役
員
を
主
体
と
し
た
「
大
好

き
お
お
ぶ
を
育
む
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
平
成
29
年
１
月
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た〝
お
お
ぶ
お
お
ぶ
ろ
し
き
〞が
完
成
し
、
１
月
10

日
の
大
府
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
商
工
会
議
所

賀
詞
交
換
会
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
健
康
都
市
大
府
・
住
み
や
す
い
街
大
府
に
は
産
業

や
物
産
ま
た
風
景
や
文
化
・
伝
統
そ
し
て
パ
ワ
ー
の
あ
る
人
と

多
く
の「
宝
」が
あ
り「
夢
」が
あ
る
。
こ
の
大
き
な
夢
を
包
み
、

さ
ら
に
膨
ら
ま
す
思
い
を
込
め
て
５
人
の
有
志
が
集
ま
り
出
資

し
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　〝
お
お
ぶ
お
お
ぶ
ろ
し
き
〞

の
販
売
・
普
及
を
道
具
と
し

て
、
さ
ら
に
大
府
の
全
国
的

知
名
度
向
上
が
期
待
さ
れ
ま

す
。（
商
品
詳
細
は
下
記
）

　
平
成
30
年
４
月
27
日
（
金
）

健
康
に
ぎ
わ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
　
お
お
ぶ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、
最

近
こ
こ
で
販
売
す
る
品
物
や

Ｐ
Ｒ
で
き
る
観
光
資
源
づ
く

り
な
ど
、
多
く
の
事
業
者
や

団
体
が
活
発
に
動
き
だ
し
て

お
り
、「
芽
吹
き
」
が
で
て

い
ま
す
。

　
大
府
商
工
会
議
所
と
し
て

も
、「
大
府
ブ
ラ
ン
ド
」
構

築
に
つ
な
が
る
こ
れ
ら
の
活

動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
皆
ん
な
で
連
携
し
、〝
夢
づ

く
り
〞を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！！

　
　
　
開
発
し
た〝
お
お
ぶ
お
お
ぶ
ろ
し
き
〞の
仕
様

　
●
大
き
さ
　
　
70
㎝
角
　
平
成
31
年
に
90
㎝
角
も
販
売

　
●
材

　
質
　
　
レ
ー
ヨ
ン
　
ち
り
め
ん
友
禅

　
●
色
と
デ
ザ
イ
ン

大
府
の
特
産
品
で
あ
る
ぶ
ど
う
の
模
様
を
あ
し

ら
っ
た
「
青
色
」

金
メ
ダ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
黄
色
」
の
２
色

　
●
価

　
格
　
１
，９
０
０
円
（
税
込
）

　
●
販
売
先
　
染
と
呉
服
と
み
た
や

　
　
　
　
　
　
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
　
お
お
ぶ

　
　
　
　
　
　
市
内
観
光
協
会
加
盟
店
　
　
な
ど
　

▲スカーフとしても使用できます

▲完成した“おおぶおおぶろしき
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造園・緑化工事のご相談なら

大府市修景協会
大府修景建設㈱
大府市桃山町2-69

☎0562-48-1114

大府造園土木㈲
大府市半月町3-184-3
☎0562-46-2837

冨 田 造 園㈱
大府市共栄町4-3

☎0562-46-1128

坂　田　造　園
大府市共和町1-7-16
☎0562-46-4566

㈲知北グリーンサービス
大府市桜木町5-287
☎0562-48-5755

LOBO調査報告
日本商工会議所では、全国422商工会議所の協力を得て、各地域の｢肌で感じる足元の景気感｣を
全国ベースで毎月調査し、その累計結果をリアルタイムで提供しています。
・“LOBO” とはQuick Survey System of Local Business Outlookの略称です。
・“DI” とはDiffusion Index（景気動向指数）の略で、増加（上昇・好転）企業割合から
　減少（低下・悪化）企業割合を引いたものです。

平成29年12月調査結果

●全産業の業況DIは、前月と比べ改善。産業別にみると、
建設業、小売業で改善、その他の3業種で悪化した。各
業種から寄せられたコメントは以下のとおり。

●「積極的に営業を進めてきたことで、新規取引先からの
受注を獲得し、売上は改善した。既存取引先も設備投資
に意欲的で、先行きは明るい」（一般工事業）、「受注に変
動は無く、売上は前年比横ばいだが、人手不足感が強
まっているため、人材確保・定着を目的に賃上げを実施
した」（ビルメンテナンス業）、「好調なインバウンド需要
や富裕層消費から高額品の売上が伸びている。また、急
激な冷え込みから不振が続いていた衣料品にも動きが
見られる」（百貨店）

●業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善
の見込み。産業別にみると、建設業、製造業で改善、小売
業で横ばい、その他の2業種で悪化の見込み。
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ブロック別全産業DI
（前年同月比）の推移（東海）業況

   17 年      先行き見通し
 7 月 8月 9月 10月 11月 12月 

業　　況 ▲14.4 ▲16.4 ▲15.3 ▲12.4 ▲16.5 ▲13.8 ▲11.0
       
売　　上 ▲5.2 ▲6.2 ▲7.1 ▲3.5 ▲9.4 ▲1.7 ▲6.6
 
採　　算 ▲6.4 ▲7.4 ▲10.9 ▲10.6 ▲21.8 ▲12.1 ▲13.7
       
資金繰り ▲4.1 ▲4.1 ▲6.7 ▲3.0 ▲11.3 ▲2.2 ▲7.2
       
仕入単価 ▲32.7 ▲33.0 ▲33.0 ▲34.5 ▲38.0 ▲40.2 ▲32.6
       
従 業 員 22.4 26.3 20.4 22.5 23.7 27.6 27.2

全産業ＤＩ（前年同月比）の推移
  

1月～3月

そ
ろ
ば
ん
授
業

　
市
内
７
小
学
校
の
３
年
生
を
対
象
と
し

て
、
12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
そ
ろ
ば
ん

授
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
、
日
本
珠
算

連
盟
大
府
支
部
に
所
属
す
る
珠
算
塾
の
５

名
の
先
生
が
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
取
材
し
た
大
東
小
学
校
は
、
３
ク

ラ
ス
・
３
名
の
先
生
が
担
当
し
、
そ
ろ
ば
ん

の
成
り
立
ち
や
、
数
字
の
面
白
さ
、
そ
ろ
ば

ん
の
楽
し
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
し

た
。

　
積
極
的
に
授
業
に
参
加
す
る
児
童
の
皆

さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
派
遣
に
よ
る

12
月
19
日
（
火
）
９
時
40
分
〜
11
時
35
分 

於
：
大
東
小
学
校

逸品参加店を毎号ご紹介させていただきます！

   
お
お

ぶの
逸品、お披露目しま

す
。

あずき薬局
Tel 0562-45-6766

Tel 0562-47-1250

　アロマやハーブも扱う 24 時間対応の地域に
根付いた薬局です。様々な健康食品や運動講
座（ヨガサークル、ノルディック同好会）を
通して、皆様の健康づくりやダイエットをサ
ポートします。

● 特 典 ●　
本会報持参の方
薬用浴剤マグマオンセン プレゼント
　　　　　　　　　　　　　　　　　（先着100名様）

洋菓子チロリヤン
　創業当時から大府の皆様にご愛用いただい
ております。ふわふわのスポンジに、自慢の
生クリームのシンプルなケーキ「チロリヤン」。
これからもよろしくお願い致します。

　大府市内の店主達が話し合い生み出した
「自慢の商品・サービス」を通して魅力あ
る店づくり・まちづくりを目指す運動です。
　私たちと一緒に“キラリ光るあるお店”
を作りませんか？

問合せ先：まちづくり推進課
担当：市川・稲垣 
TEL：0562-47-5000

お
お

ぶの
逸品 披露目しま

す
。

　大府市内の店主達が話し合い生み出した

おおぶ・がんばる商店街運動（逸品運動）

講習日程その他詳細は、
ホームページもしくは電話でお尋ねください

豊田自動織機  技能講習 検索

〈愛知労働局長登録教習機関〉
㈱豊田自動織機
技術技能ラーニングセンター

フォークリフト
運転資格取得

TEL 0562-48-9741   FAX 0562-48-9742

http://www.toyota-shokki.co.jp/

〒474-0035　大府市江端町3丁目217番地
（JR大府駅西出口から徒歩5分）
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目指せ！日本一の組織率
（規模別第１位）！ 会員加入促進キャンペーンご協力を

①紹介いただいた会員へ　
⇒入会手続き完了後、１ 件につき 1,000 円分の商工会議所サービス利用
券（商工会議所のセミナー、視察研修、会報広告掲載、新年賀詞交歓
会等で利用可）進呈。ただし、事前に紹介先事業所へ入会に関する話
を通していただくことが条件。 ５件以上紹介の場合、会頭感謝状＋
5,000 円分の商工会議所サービス利用券を贈呈。

②紹介により入会された事業所へ⇒加入金 5,000 円を免除
③所属組織の運営支援として
⇒紹介１件につき 4,000 円の報奨金を支部・青年部・女性会いずれかの
紹介団体へ交付

問合せ：大府商工会議所　総務・会員サービス課　
電　話：0562－47－5000

会員加入目標数

150

平成30年1月末会員総数

1,722

平成29年度大府商工会議所

4～1月加入者数

目標達成まで

60

90

キャンペーン期間の紹介・入会特典

　遺言・相続手続きを中心に業務を行って
おります。会社経営者や自営業者の皆様に
とって事業承継は頭を悩ます問題かと思
います。相続人が複数で遺言書が無い場
合、法定相続分通りに株式が承継されると
株式が分散し、会社の意思決定が円滑に
行えなくなり、経営が立ち行かなくなって
しまうことが予想されます。このような事
例では遺言をし、後継者に株式を集中さ
せ、他の相続人には遺留分に配慮しながら、
別の財産での相続を考えるべきです。遺さ
れるご家族や従業員の方の安心のために
遺言を作成しませんか。

おいしいまちの

グルメ
駅伝

■住所 大府市長草町新池88－45　
■電話 0562－85－1980
■営業 モーニング 9 ： 00～11 ： 30
 ランチ 11 ： 30～13 ： 30
 アフタヌーン 13 ： 30～17 ： 00
■定休 月曜日+日曜日不定休

「ケーキセット」

Ｃ
Ａ
Ｆ 

Ｅ

　Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｅ

　Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

紹介ランナー
㈲三苫業務店　三苫雅彦さん

な
な
つ
ぼ
し
行
政
書
士
事
務
所

●住所／大府市森岡町 4-１６５
●TEL／ 0562-74-2598  

地
域
を
元
気
に

　あ
な
た
に
幸
せ

　今
日
を
豊
か
に

株
式
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｓ
コ
ン
ド
ー

代
表
取
締
役

　
近
藤
匡
則

代
表

　
久
野
将
英

次回ランナーは、大府修景建設㈱　加古丞二さん

会
員
の
広
場

大
府
の
経
営
者
の
皆
様
、事
業
承
継
な
ら
お
任
せ
く
だ
さ
い
！

　1938年創業の中日新聞大府専売所「オ
ニックス・コンドー」の西側営業拠点として
2008年に開店し、2012年に屋号を「オー
エヌエスコンドー」として完全分社化。取
扱銘柄は中日新聞を主に日本経済新聞、
毎日新聞、産経新聞、中部経済新聞等。
　他にも、雑誌書籍、お米、各種チケットの
配達も行っております。また、宣伝広告の
企画・製作・印刷・配布計画までトータルに
自社でサポートし、少ない枚数から特殊な
印刷物までご要望をお伺いしながら、売上
＆認知度アップが図れる最適なツールをご
提案いたします。

●住所／大府市江端町 3-7
●TEL／ 0562-46-0026
●定休日／日曜・祝日

,

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を
眺
め
な
が
ら
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た

最
高
級
珈
琲
豆
を
オ
ー
ナ
ー
が
注
文
を
受
け
て
か
ら
挽
き
、

一
杯
ず
つ
丁
寧
に
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。
珈
琲
豆

の
お
持
ち
帰
り
は
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
！！
そ
の
他
に
な
ん
と
新
鮮
・

煎
り
た
て
の
珈
琲
豆
を
宅
配
珈
琲
豆
と
し
て
届
け
て
頂
け
ま
す
。 

焙
煎
の
香
り
漂
う
店
内
で
煎
り
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な

が
ら
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
！！

切れにくいものを料理する

（Made In  Japan）
アブレシブジェットカッタ NC-5AX スギノマシン製

中島特殊鋼株式会社
〒474-0001
愛知県大府市北崎町遠山211番地
TEL（0562）46-9111
FAX（0562）46-9117

㈹

URL http：//www.nakatoku-steel.com/ E-mail katsuragi＠nakatoku-steel.com

■加工対象（難切削材）

■加工範囲 ■ウォータージェット加工の特徴

各種金属材料、磁性体、複合材、CFRP、樹脂、ガラス、
セラミックス、石材、チタン、インコネル など

板 厚
　幅　
長 さ

●
●
●

熱影響を与えない
厚物の切断が可能
切断代が小さい

●
●
●

材質を選ばない
ピアス加工が可能
断面形状を保てる

200t
2,000mm
4,000mm

ペコロスのお問い合せ TEL〈052〉601‐2440

広告掲載料（2ヵ月間）

50,000円（税別）～

みなさまに
愛され
9周年!!

検索愛知印刷

60期に向けて◎発行部数／98,000部（55号実績）

お気軽にご相談下さい。

TEL 0562-47-6697
FAX 0562-57-1113

〒474-0052　
愛知県大府市長草町中屋敷23-6

代表 坂口 美穂

相続税・贈与税・事業継承支援
会計税務顧問・記帳代行
決算業務・申告業務
新規事業・会社設立支援

公認会計士・税理士
坂口美穂事務所

たよられるあなたに、たよれる安心を
【経営者医療共済】
　 ケガも病気も安心の
　　　　　　 入院1日2万円！
　 掛金そのままで、
　　 満80歳まで末永く補償！

愛知県中小企業共済協同組合
お問い合わせは
お気軽に！ 0120-00-9967

融資制度のご案内　～無担保・無保証・低金利～　　　　　　　　　　　　　
マル経融資（小規模事業者経営改善資金融資制度） 日本政策金融公庫（国民生活事業）

大府商工会議所　中小企業相談所
電話：0562-47-5000

～マル経融資以外の融資もご相談に応じて
　いますので、お気軽にご相談ください～

平成30年1月18日現在

■融 資 額　2,000万円以内
　※ただし、1,500万円を超える場合は、事業計画書が必要となります。
■資金使途   運転資金　７年以内（うち据置期間１年以内）
　　　　　　年1.11％
　　　　　　設備資金１０年以内（うち据置期間２年以内）
　　　　　　年1.11％

■融資対象  大府市内で１年以上事業を営み、所得
税（法人税）、事業税、住民税を滞納し
ていない方、従業員20人以下（商業、
サービス業は５人以下）の事業所で、
６ヶ月以上大府商工会議所の経営指導
を受けている方

※H28.7月より、大府市からの利子補給が始まりました。

お問合せ

1819
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1/28 1/29 1/30

橋本実践塾発表会
9：00 ～12：00

1/31 2/1 2/2 2/3
逸品展示会
（イオンモール大高）
9：00 ～17：30

2/4
逸品展示会
（イオンモール大高）
9：00 ～17：30

2/5 2/6
橋本実践塾
9：00 ～12：00
青年部三役会
20：00 ～ 22：00

2/7
女性会役員会
13：30 ～15：30

2/8
ノー残業デー
決算・確定申告勉強会
13：30 ～15：00

2/9
税務経理相談
13：30 ～16：00
知的財産相談
14：00 ～15：00

2/10

2/11
建国記念日
珠算検定
盆梅展開会式
10：30 ～

2/12
振替休日

2/13
情報・物流・サービス業
部会役員会
11：00 ～12：00
青年部予定者三役会
20：00 ～ 22：00

2/14
橋本実践塾
9：00 ～12：00
正副会頭会議
10：00 ～12：00
市長副市長との昼食会
12：05～12：55
住宅修繕相談
13：00 ～16：00

2/15 2/16
環境特別委員会
視察研修
7：00 ～ 20：00

2/17

2/18 2/19
定例金融相談
10：00 ～16：00
決算・確定申告指導会
13：30 ～15：30
経営計画策定セミナー
19：00 ～ 21：00

2/20
橋本実践塾
9：00 ～12：00
決算・確定申告指導会
13：30 ～15：30

2/21
経営計画作成個別相
談会
9：00 ～17：30
女性会新旧役員会
13：00 ～15：30

2/22
ノー残業デー
第10回商工業活性化
ビジョン基本構想策
定検討会
10：00 ～12：00
製造業部会
先進企業視察研修
12：45～15：00

2/23
経営計画作成個別相
談会
9：00 ～17：30

2/24

2/25
簿記検定

2/26
大府支部理事会
14：00 ～16：00

2/27
橋本実践塾
9：00 ～12：00
経営計画作成個別相
談会
9：00 ～17：30

2/28
住宅修繕相談
13：00 ～16：00
決算・確定申告指導会
13：30 ～15：30
総務委員会
13：30 ～15：30
住宅修繕定例会
19：30 ～ 21：00

3/1 3/2 3/3

●セミナー・塾・講習会　●相談　●部会・支部等　　　　　　　　　　　　　　　　※変更の可能性があることをご了承ください。

月2 February

大府商工会議所行事予定

月2
2 0 1 8  C A L E N D A R




